
公共施設照明の
LED化100％を目指せ　　　環境

答弁…公共施設照明のＬＥＤ化を着実に進める

問　女性にＡＥＤを使用するときに胸部を覆
う白い三角巾を、透けない色付きにしては。
各小学校の学童保育所にもＡＥＤが設置され
ている。各1台を屋外設置すると24時間使え
る。大山小の公共ＡＥＤは地域で唯一。閉校
しても屋外設置で残すべきだが、どうか。
答　三角巾は、現在2枚を備え付け、透ける
ことに対処しているが、入れ替え時には色付
きも検討する。ＡＥＤ
の屋外設置は、設置環
境や盗難対策等の課題
があり、現状では難し
いが、近隣の取組事例
を研究し、市内に適正
に配置されるよう努め
ていく。

問　市はゼロカーボンシティ宣言とデコ活※

宣言をして、CO₂削減に力を入れている。公
共施設のＬＥＤ照明の設置状況は。早急に
100%を目指すべき。そのための計画や目標
を立て具体的に推進してはどうか。また、啓
発のために取組状況を市民に示しては。
答　本庁舎では60％程度、また、全小中学校
の体育館アリーナや南小北校舎教室の全照明
をＬＥＤ化している。今後も、公共施設再編
実行計画を踏まえ、ＬＥＤ化を進めていく。
　また、ゼロカーボンに向けた市の取組・実
績について、市公式ＨＰ等で公表していく。

答

答

問

問

第1期藤井市政での事業の
進捗状況は市政問　イチゴノオカプロジェクトに対する市の

支援の基本方針はどうなっているのか。
答　イチゴノオカプロジェクトは、将来的に
世界から100万人の交流人口を目指している。
事業者からは、多品目栽培や野菜果樹の6次
産業化などさまざまな提案がある。市の発展
には欠かせない事業であるため、相談、要望
に対して適切に対応していく。

答弁…各事業とも完成に向け着実に進めている
問　以下の事業の直近の状況を問う。①白岡
駅東口から県道春日部菖蒲線までの区間が利
用可能となる日程は。②イチゴノオカプロ
ジェクト開始日程及びその事業内容は。③白
岡中央総合病院の移転完了・開院日程と通院
者の交通手段の確保は。
答　①8年度の全線完成を目指し、スピード
感を持って進めている。②7年の春以降にイ
チゴの通年栽培が試験的に開始される予定で
ある。③病院の完成には工事着工後、約2年
が見込まれている。多くのかたが安全に利用
できるよう、関係機関と調整していく。

答

答

問

問

市政
加藤一生  議員（白和） 
第2期藤井市政は
答弁…相談内容に対して適切な支援を実施する

一般
質問 市政のそこが聞きたい!市政のそこが聞きたい!

食を通じた地域活性化を地域

答弁…民間事業者等の開発・販売を支援する

問　給食費無償化などもささやかれる中、食
を通じた健全な教育と、家庭内のコミュニ
ケーション向上を図るため、各小中学校で給
食のアンケートを実施してみてはどうか。ま
た、地産地消を生かした家庭や飲食店のレシ
ピを公募してみてはどうか。
答　子どもたちが好きな給食についてのアン
ケートは実施している。児童生徒が給食を楽
しみにし、食に対する理解を促進するため、
今後、どうすれば残食
量が減るかについてア
ンケートを行ったり、
メニューに興味を持て
る名前を付けるなど、
研究していく。

答

問

問　梨団地やイチゴノオカなど、未来に向け
てさまざまな展開が予想される中、それらの
市内外に向けた周知が必要。ご当地グルメを
作るため、特産品の開発・販売について、今
後の見解を伺う。また、特産品についてのア
イデアを市民から募集してみてはどうか。
答　特産品の開発・販売は、民間事業者や市
民団体が主体となって行うことが商品の持続
につながると考える。市は、こうした活動を
より積極的に支援していく。市民からのアイ
デア募集については、既に実施している自治
体の事例を研究し、実施について検討する。

シティプロモーション戦略の今後は市政

答弁…総合振興計画への位置づけを検討する

問　市では㈱鎌倉新書との協定に基づき、エ
ンディングノート、終活べんり帳の無料配布
を行っている。　　　　　　　　　　　　　
　手書きが理想とは思うが、手書きに難があ
るかた、また、窓口での受取りが難しいかた
のために、デジタル版を提供してはどうか。
答　エンディングノートの著作権は㈱鎌倉新
書が所有しているが、Ｗｏ
ｒｄ形式での提供は行って
いない。このことから、今
後も、ホームページ上で、
ＰＤＦ形式による提供を行
っていく。また、終活べん
り帳についても、同様にホー
ムページに掲載する。

　　「イチゴノオカプロジェクト」事業開
始は、今までの「なにもないけどいいところ」
から「特徴ある市」へと、市政の発想を転換
できるチャンスと考える。こうした大きな変
化の時代、これからのシティプロモーション
をどう考えるか。
答　シティプロモーションは市の発展にとっ
て重要な事業であると考える。今までに培っ
てきたシティプロモーションに関するノウハ
ウや理念等に加え、これからの大きな変化に
対応していくための施策を総合振興計画と一
体的に位置づけることも含め検討していく。
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給食
和賀正義  議員（TSUNAGU）
食の楽しさを学校給食に
答弁…食に対する興味促進の研究をしていく

福祉
細井藤夫  議員（WAKABA） 
終活ノート類の積極的な活用を
答弁…ホームページに掲載し提供していく

救命
菱沼あゆ美  議員（公明党） 
屋外設置で
24時間使えるAEDに
答弁…市内の適正配置に努めていく

屋外設置のＡＥＤ
（久喜市菖蒲運動公園）

「イチゴノオカ」の建設予定地

　一人につき2項目までを要約して掲載しています。各議員の全質問事項は、市議会ホームページ
及び録画配信をご覧ください。また、提出された原稿を尊重し、表現は統一されていません。

▲録画配信
（12月10日一般質問）

▲録画配信
（12月9日一般質問）

▲録画配信
（12月9日一般質問）

▲録画配信
（12月10日一般質問）

▲市議会HP

※二酸化炭素（CO²）を減らす（DE）脱炭素（Decarbonization）と環境に良い
　エコ（ECO）を含む“デコ”と、活動・生活とを組み合わせた新しい言葉。

問

答
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